2013年アート・クリティック活動の報告 by 酒井 正志 et al.
はじめに
2010年に掲載が始まった ｢アート・クリティック活動の報告｣ の第 4弾 ｢2013年アート・クリティッ
ク活動の報告｣ をお届けする｡
演劇研究グループはここ数年､ ｢日本の伝統芸能とヨーロッパ演劇の比較研究｣ をテーマとしてグ
ループ研究を行ってきたが､ その基礎的な作業となるのは､ 実際に演劇作品の上演を観て､ 批評する
ことである｡ この活動はすでに 20 年以上の歴史を持つ ｢アート・クリティック｣ という演劇グルー
プ主催の文芸サロンを中心に行われてきた｡ 今年度もほぼ毎月１回､ 水曜日の午後に､ 文化科学研究
所で､ ｢演劇研究グループ｣ の所員､ 準所員を中心に､ 学内外の演劇､ 音楽､ オペラ愛好家が集まり､
鑑賞体験を報告しあった｡ 主に東海地方を中心に､ 関西・関東にまで足を伸ばし､ 夏にはイギリスへ
出かけて全部で 136 (イギリスを含めると 160) の公演を鑑賞し､ 批評を行ってきた｡ 取り上げた公
演はオペラ､ ミュージカル､ ストレート・プレイ､ 歌舞伎､ 能､ 文楽と多岐にわたる｡ 複数の所員・
準所員らが同一の公演を観てきて､ 批評しあう機会も何度か持つことができた｡
本稿では､ 今年度の ｢アート・クリティック｣ で取り上げた公演 (実際の観劇は 2013 年 1 月から
12 月まで) をリストアップし､ 主だった公演の短評を掲載した｡
これまで 4回にわたる ｢報告｣ の作成は､ 原稿を寄せた所員､ 準所員の努力によるものだが､ とり
わけ準所員玉崎紀子氏 (本学名誉教授) の多大な貢献がなければ､ 成し遂げられなかったことを特記
させていただく｡
(酒井正志 記)
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[資料・批評]
2013 年アート・クリティック活動の報告
演劇研究グループ
編集委員：酒井正志､ 安藤隆之､ 玉崎紀子､ 服部厚子
Ⅰ. 2013 年アートクリティック活動の報告
2013 年１月例会から 2014 年 1 月例会で報告され 2013 年に観劇された演目リストに､ ほぼ日付順
に通し番号をつけて以下に記載する｡
①能 『船弁慶』 (愛知県立大学学生出演) 1 月 5 日 名古屋能楽堂 (磯野)
②オペラ 『フィガロの結婚』 (プラハ国立歌劇場公演) 1月 5日 16：00～ 愛知芸術文化センター・
愛知県芸術劇場大ホール (玉崎・塹江)
③ミュージカル 『アイーダ』 (劇団四季) 1 月 5 日 13：00～ 新名古屋ミュージカル劇場 (磯貝)
④映画 『もう一人のシェイクスピア』 2012 年 12 月 26 日・28  2013 年 1 月 17 日 ミリオン
座 (磯野・伊藤・塹江)
⑤MET ライブビューイング 『皇帝ティートの慈悲』 1 月 7 日 10：00～ ミッドランドスクエア
シネマ (塹江・服部)
⑥METライブビューイング 『仮面舞踏会』 1 月 17 日 10：00～ ミッドランドスクエアシネマ
(塹江・服部・玉崎)
⑦METライブビューイング 『アイーダ』 1 月 24 日 10：00～ ミッドランドスクエアシネマ
(塹江・磯貝)
⑧MET ライブビューイング 『トロイアの人々』 1 月 26 日 10：00～ 1 月 28 日 10：00～
ミッドランドスクエアシネマ (塹江・玉崎)
⑨オペラ 『椿姫』 (セミ・オペラ形式・中井亮一＆天羽明恵・須藤慎吾出演 ピアノ・古藤田みゆき
解説・村上信夫) 1 月 20 日 14：00～ 瀬戸市文化センター大ホール (玉崎・玉崎紫)
⑩演劇 『コリオレイナス』 (アルティ芸術劇場公演 三浦基演出・劇団地点) 1 月 25 日 19：30～
京都府立府民ホール (服部)
⑪能 『鶴亀』 1 月 27 日 14：00～ 名古屋能楽堂 (磯野)
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⑫演劇 『組曲虐殺』 (こまつ座 井上ひさし作 栗山民也演出 井上芳雄主演) 2 月 3 日 13：00
～ 愛知県芸術劇場大ホール (服部)
⑬ミュージカル 『シラノ』 (山田和也演出 鹿賀丈史主演) 2 月 9 日 12：00～ 新歌舞伎座
(玉崎)
⑭演劇 『ピアフ』 (栗山民也演出 大竹しのぶ主演) 2 月 9 日 12：30～ シアタークリエ (服部)
⑮オペラ 『アルレッキーノ』 (こんにゃく座新作初演公演 ゴルドーニ原作 加藤直台本・演出 萩
京子作曲) 2 月 9 日 19：00 世田谷パブリックシアター／シアタートラム (服部)
⑯オペラ 『仮面舞踏会』 (藤原歌劇団 柴田真郁指揮・粟国淳演出 村上敏明・堀内康雄・野田ヒデ
子主演) 2 月 10 日 15：00～ 東京文化会館 (服部)
⑰METライブビューイング 『マリア・ストゥアルダ』 2 月 14 日 10：00～ ミッドランド・スク
エアシネマ (塹江・服部)
⑱演劇 『テイキングサイド』 (ロナルド・ハーウッド作 行定勲演出 平幹二郎・筧利夫主演) 2 月
16 日 13：00～ 名鉄ホール (服部・玉崎・橋詰)
⑲オペレッタ 『こうもり』 (名古屋市文化振興事業団企画公演) 2 月 22 日 18：30～・2 月 23 日
・2月 24 14：00～ 名古屋市青少年文化センター・アートピアホール
(玉崎・玉崎紫・服部・磯貝・酒井・橋詰)
⑳映画 『塀の中のジュリアス・シーザー』 2 月 22 日 名演小劇場 (伊藤・服部)
コンサート 『チェコフィル・コンサート』 2 月 24 日 日進市民会館大ホール (玉崎・玉崎紫)
ミュージカル 『Me and My Girl』 (本間憲一演出 剣幸主演) 3 月 1 日 18：30～ オーバー
ドホール(富山市) (玉崎)
演劇 『ルル』 (ルーマニア国立ラドゥ・スタンカ劇場 ルーマニア語上演・字幕付 シルヴィウ・
ブルカレーテ演出) 3 月 3 日 13：00～ 東京芸術劇場プレイハウス (伊藤)
三月大歌舞伎 3月 5日	 11：00・16：00～・3月 20 日
 11：00～ 御園座
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(磯貝・玉崎・塹江)
オペラ 『椿姫』 (沼尻竜典指揮 A. アントニオッツィ演出 砂川涼子主演) 3 月 10 日(日) 14：
00～ 滋賀県立芸術劇場びわ湖大ホール (服部・塹江)
METライブビューイング 『リゴレット』 3 月 11 日・15 10：00～ ミッドランドスクエアシ
ネマ (塹江・服部)
オペラ 『愛の妙薬』 名古屋二期会室内オペラ 右来左往演出 3月 17 日 15：00～ 名古屋市
西文化小劇場 (服部)
演劇 『樫の木坂の４姉妹』 (袋正演出俳優座公演) [四日市演劇鑑賞会] 3 月 19 日 18：30～
四日市文化会館第２ホール (服部)
	宝塚雪組公演・ミュージカル・ロマン 『若き日の唄は忘れじ』 & グランド・レビュー 『Shining
Rhythm』 3 月 22 日
 12：00～ 中日劇場 (磯貝)
演劇 『罪と罰』 (山崎清介脚色・演出) 3 月 30 日
 14：00～ 名古屋市芸術創造センター＆ 4
月 5日 19：00～ 四日市文化会館第 2ホール (橋詰､ 服部)
セビリアの Seman Santa の祭 (2013 年 3 月) (酒井)
ミュージカル 『ノートルダム・ド・パリ』 (英語上演字幕付 L. プラモンドン詞＆R. コッシアン
テ曲 ジル・マウ演出) 4 月 5 日 18：30・4 月 6 日
 13：00～ 愛知県芸術劇場大ホール
(磯野・玉崎)
演劇 『発情ジュリアス・シーザー』 (柿喰う客) 4 月 6 日
 14：00～ 三重県文化会館小ホール
(服部)
ミュージカル 『屋根の上のヴァイオリン弾き』 (東宝 市村正親・鳳蘭主演 寺崎秀臣日本版演
出) 4 月 7 日 13：00～ 刈谷市総合文化センター・大ホール (玉崎)
METライブビューイング 『パルジファル』 4 月 8 日 10：00～ ミッドランドスクウェアシネ
マ (塹江)
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METライブビューイング 『フランチェスコ・ダ・リミニ』 4 月 17 日 ミッドランドスクウェア
シネマ (塹江)
映画 『カルテット』 (ロナルド・ハーウッド原作 ダスティン・ホフマン監督 マギー・スミス主
演) 4 月 12 日 伏見ミリオン座 (服部)
演劇 『リア王』 (劇団名芸・栗木英章脚本・谷邊康弘演出) 4 月 13 日 名古屋市天白文化小劇
場 (磯野)
オペラ 『オテロ』 (フェニーチェ歌劇場来日公演 C. ミョンフン指揮 F. ミケーリ演出 グレゴ
リー・クンデ主演) 4 月 14 日 14：00～ 愛知県芸術劇場大ホール (服部・塹江)
	演劇 『今ひとたびの修羅』 (シス・カンパニー 尾崎士郎原作・宮本研脚本・いのうえひでのり演
出 堤真一・宮沢りえ主演) 4 月 16 日
 18：30～ 新国立劇場・中劇場 (伊藤)
ミュージカル 『私の Darlin'』 (玉野和紀作・演出・主演＆黒木瞳主演) 4 月 23 日
 18：30～
愛知県芸術劇場大ホール (玉崎)
コンサート 『田口智子リサイタル』 (プーランク歌曲集) 4 月 22 日 19：00～ 名古屋電気文
化会館ザ・コンサートホール (服部)
コンサート 『渡部純リサイタル』 (アメリカもの＆サティなど) 4 月 30 日
 三井住友海上しら
かわホール (服部)
はなみがわ小空間オペラ 『カプレーティとモンテッキ』 (イタリア語上演・字幕付 岩田達宗
演出 向野由美子・光岡暁恵主演) 4 月 29 日 12：30～ 風の丘HALL (千葉) (服部)
ミュージカル 『トゥモロウ・モーニング』 (萩田浩一訳・演出 石井一孝・島田歌穂・田代万里生・
新妻聖子出演) 4 月 27 日 12：00～ 中日劇場 (橋詰・玉崎)
演劇 『ロマンス・愛と死 オルメドの騎士』 (劇団クセックACT) 5 月 1 日―5月 4 日
15：00～ 愛知県芸術劇場小ホール (玉崎・塹江)
オペラ 『夢遊病の女』 (関西二期会 ダニエレ・アジマン指揮・カルロ・アントニオ・デ・ルチア
演出 日紫喜恵美・ジョヴァンニ・ポッタ主演) 5 月 4 日 14：00～ メイシアター (吹田市)
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(服部)
オペラ 『トゥーランドット』 (三河市民オペラ 倉知竜也指揮・高岸未朝演出) 5 月 5 日
14：00～ アイプラザ豊橋大ホール (服部)
演劇 『ヘンリー４世』 (彩の国シェイクスピア 蜷川幸雄演出 松岡和子翻訳・河合祥一郎構成
吉田鋼太郎主演) 5 月 10 日 13：00～ 梅田芸術劇場 (伊藤)
コンサート 『新しいうたを創る会第８回名古屋初演演奏会』 (室内オペラ 『清姫 水の鱗』 西村
朗作曲・飯田みち代・清水徹太郎主演・名古屋混声合唱団ほか) 5 月 12 日 14：00～ ウィル
あいち (玉崎)
METライブ・ビューイング 『ジュリアス・シーザー』 5 月 20 日 10：00～ ミッドランドスク
エアシネマ (塹江・橋詰・服部)
バレエ 『天井桟敷の人々』 (パリ・オペラ座バレエ団来日公演・日本初演) 5 月 25 日 18：30
～愛知県芸術劇場大ホール (塹江)
	演劇 『モリ―先生との火曜日』 (加藤健一事務所 名古屋演劇鑑賞会) 5 月 22 日
 18：30～
日本特殊陶業市民会館ビレッジホール (服部&玉崎)
オペラ 『リア』 ・トーク・セッション 5月 25 日 日生劇場 (服部)
ホール・オペラ 『不思議の国のアリス』 (木下牧子作曲 名古屋オペラ協会 倉知竜也指揮・池山
奈都子演出 内田由美子主演) 6 月 1 日 18：30～ 愛知県芸術劇場コンサートホール
(服部・玉崎)
シリーズ・トーク 『オペラ・蝶々夫人』 (小畑恒夫・解説) 5 月 30 日 19：00～ 愛知県芸術
劇場小ホール (塹江)
世界初演・演劇 『黄金の馬車』 (宮城聰演出・英語字幕) 6 月 8 日 19：30～ 静岡芸術劇場
野外劇場 ｢有度｣ (服部)
日本初演・演劇 『スパニッシュ・フライ』 (ヘルベルト・フリッチュ演出・美術 ドイツ現代演劇)
6 月 8 日 15：00～ 静岡芸術劇場 (服部)
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コンサート 『タリス・スコラーズ』 (40 周年記念) 6 月 14 日 14：00～ しらかわホール
(橋詰)
ミュージカル 『マイ・フェア・レディ』 (G2 演出) 6 月 15 日 13：00～ (真飛聖主演) & 6 月
16 日 13：00～ (霧矢大夢) 主演 愛知県芸術劇場大ホール (橋詰・玉崎)
演劇 『サーカス家族』 (あおきりみかん) 6 月 16 日 愛知県芸術劇場Ｇ/pit (服部)
オペラ 『フィガロの結婚』 (バーゼル歌劇場公演 E. ゲールデン演出) 6 月 22 日 17：00～
愛知県芸術劇場大ホール 同演目 [カルメラ・レミージョ主演] 6 月 30 日 15：00～ びわ湖
ホール (塹江・玉崎＆服部 (6/30))
ミュージカル 『シルバー・スプーンに映る月』 (G2 演出・萩野清子音楽・坂本昌行主演) 6 月 21
日 14：00～ 東京グローブ座 (服部)
	演劇 『つく､ きえる』 (ローラント・シンメルプフェニヒプ作 宮田慶子演出) 6 月 21 日 19：
00～ 新国立劇場・小劇場 (服部)

ミュージカル 『天翔ける風に』 (野田秀樹原作・謝珠栄作・演出 朝海ひかる・石井一孝主演) 6
月 22 日 18：30～・6月 23 日 13：00～ シアター・クリエ (服部＆玉崎)
コンサート 『オペラ座の名手たち』 (ロザンナ・サヴォイア他) 6 月 22 日 14：00～ 東郷町
民会館 (磯貝)
演劇 『オセロ』 (白井晃演出 仲村トオル・山田優主演) 6 月 25 日 18：30～ アートピアホー
ル (服部・磯貝)
オペラ 『椿姫』 (ハンガリー国立歌劇場公演・テオドッシュウ主演) 6 月 26 日 18：30～ 愛
知県芸術劇場大ホール (玉崎・酒井)
ミュージカル 『21C：マドモワゼル・モーツアルト』 (音楽座 福山庸治原作 高野菜々主演)
7 月 7 日 13：00～ アートピアホール (玉崎)
演劇 『どろんどろん－裏版 ｢四谷怪談｣』 (劇団民芸 小幡欣治作・丹野都弓演出) 7 月 10 日
13：30～ 市民会館ビレッジホール (服部・玉崎)
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ミュージカル 『サウンド・オブ・ミュージック』 (劇団四季 A. L. ウエッバー演出ロンドン新版
による 浅利慶太日本語版演出) 7 月 19 日 13：00～ 新名古屋ミュージカル劇場 (磯貝)
シリーズ・トーク ｢オペラ・蝶々夫人｣ (安藤芙美子・歌と解説) 6 月 26 日 19：00～ 愛知
県芸術劇場小ホール (塹江・橋詰)
オペラ 『セビリヤの理髪師』 (佐渡裕指揮・飯塚励生演出 森麻希・中井亮一主演) 7 月 19 日
14：00～ 兵庫県立文化センター大ホール (服部・玉崎)
演劇 『盲導犬～ 渋澤龍彦 ｢犬狼都市｣ より』 (蜷川幸雄演出) 7月 22日 19：00～ シアター・
コクーン (伊藤)
俳優館ミュージカル 『世界どうぶつ会議』 (E・ケストナー原作・鹿目由紀脚本) 7 月 23 日	
14：00～ 愛知県芸術劇場小ホール (服部)

名古屋二期会 『親子で楽しむオペラ公演』 7 月 26 日 11：00～ 北文化小劇場 (磯貝)
シリーズ・トーク 『オペラ・蝶々夫人』 (演出家：田尾下哲) 7 月 31 日 19：00～ 愛知県芸
術劇場小ホール (塹江・玉崎)
演劇 『ジュリアス・シーザー』 (子供のためのシェイクスピア・山崎清介演出 伊沢磨紀・戸谷昌
弘主演) 8 月 3 日 18：30・8 月 4 日 14：00～ 愛知県芸術劇場小ホール
(橋詰・磯貝＆服部・塹江・玉崎・伊藤)
ミュージカル 『フットルース』 (劇団スイセイ・ミュージカル 西田直木演出 植木豪・星野真衣主
演) 8 月 3 日 18：30～ 名鉄ホール (玉崎)
演劇・ままごと 『日本の大人』 (あいちトリエンナーレ 2013 舞台公演世界初演 柴幸夫作・演出)
8 月 11 日 15：00～ 愛知県芸術劇場小ホール (服部)
首都オペラ 『ハムレット』 (トマ作曲 盛田麻央演出・月野進主演) 8 月 31 日 14：00～ 神
奈川県民劇場 (服部)
オペラ 『コジ・ファン・トゥッテ』 (小森康弘指揮・ダニオ・ポニッスィ演出 中井亮一・渡部純
主演) 9 月 1 日 16：00～ 名古屋市芸創センター (服部)
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演劇 『兄帰る』 (永井愛作演出 鶴見辰吾・草刈民代主演) 長久手市文化の家 9月 8日・三重県
文化会館 9月 10 日 (橋詰＆服部)
オペラ 『リゴレット』 (スカラ座来日公演 グスターボ・ドゥダメル指揮 ジルベール・デフロ演
出 レオ・スッチ主演) 9 月 11 日 15：00～ NHKホール (塹江)
オペラ 『ファルスタッフ』 (スカラ座来日公演 ダニエル・ハーディング指揮・ロバート・カーセ
ン演出 アンブロージョ・マエストリ主演) 9 月 12 日 15：00～ 東京文化会館 (塹江)
日本の話芸・語り芸 『地獄と極楽』 (桂米団治＆棚野明仁) 9 月 14 日	 15：00～ 豊田市能楽
堂 (塹江)

オペラ 『蝶々夫人』 (あいちトリエンナーレ 2013 カルロ・モンタナーロ指揮 安藤赴美子主演)
9 月 14 日	・9月 16 日 14：00～ 愛知県芸術劇場大ホール (服部＆橋詰・塹江)
ミュージカル 『はだしのゲン』 9 月 10 日 四日市市民会館& 9月 18 日 19：00 日本特殊陶
業市民会館ビレッジホール (服部＆玉崎)
オペラ 『ロミオとジュリエット』 (グノー作曲・日本語字幕付仏語上演・堺シティオペラ ヤニッ
ク・パジェ指揮・粟国淳演出 Bruno Robba・古瀬まきを・迎肇聰主演) 9 月 7 日	 15：00
～ 堺市民会館大ホール (服部)
オペラ 『ワルキューレ』 (沼尻竜典指揮・ジョエル・ローウェルス演出 福井敬・斉木健嗣主演)
9 月 21 日	 14：00～ びわ湖ホール (塹江)
ミュージカル 『今のわたしを鞄につめて』 (G2 演出・戸田恵子主演) 9 月 21 日	 13：00 大阪
ビジネスパーク円形劇場 (服部)
ミュージカル 『サウンド・オブ・ミュージック』 (劇団四季) 9 月 21 日	 13：00～ 新名古屋
ミュージカル劇場 (玉崎)
創作オペラ 『いのち』 (三重オペラ協会 錦かよ子作曲・星出豊指揮) 9 月 28 日	 16：00～
三重県文化会館中ホール (服部)
オペラ 『カププレーティとモンテッキ』 (みつなかオペラ 坂口裕子・高谷みのり主演) 9 月 29
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日 14：00～ (原語上演字幕付) みつなかホール(川西市) (服部)
朗読劇 『ベアトリーチェ・チェンチの肖像』 (あいちトリエンナーレ 2013 公演・田尾下哲・長屋晃
一演出) 9 月 28 日 15：00～ 名古屋陶磁器会館 (塹江)
文楽 『生写朝顔話』 (昼) ＆ 『花競四季寿』 『ひらかな盛衰記』 (夜) 10 月 3 日 14：00～・10
月 4 日 15：30～ 名古屋市芸創センター (磯貝・塹江・橋詰・玉崎 )
ミュージカル 『レ・ミゼラブル』 (25 周年記念版・東宝ミュージカル) 10 月 1 日― 10/20
12：00～・17：00～ 中日劇場 (橋詰・服部 (10/2)､ 玉崎 (10/7)､ 磯貝 (10/20))
音楽劇 『それからのブンとフン』 (こまつ座・市村正親主演) 10 月 6 日 13：00～ 天王州銀
河劇場 (玉崎)
	コンサート 『オペラティックな日本歌曲とブラームス ｢マグローネのロマンス｣』 (奥村晃平主演)
10 月 6 日 17：30～ 愛知県芸術劇場コンサートホール (磯貝)

コンサート 『異人たちの饗宴』 (あいちトリエンナーレ祝祭・長屋弘子主催・中村敬一解説) 10
月 5 日 15：00～ 愛知県芸術劇場コンサートホール (服部)
○コンサート 『びわ湖ホール開館 15 周年記念オペラ・ガラコンサート』 (沼尻竜典指揮) 10 月 13
日 14：00～ びわ湖ホール (塹江)
歌舞伎・錦秋名古屋顔見世 『鳴神』 『鷺娘』 『与話情浮名横櫛』 (昼) & 『西郷と豚姫』 『於染久松
色読版』 (夜) 10 月 5 日― 27 日 市民会館ビレッジホール
(磯貝 [10/5 11：00～・10/8､ 10/11 16：00～]
・塹江 [10/9 16：00・10/10 11：00～])
『福助・橋之助トークショー』 10 月 11 日 20：00 ―21：00 市民会館 (磯貝)
演劇 『ヴェニスの商人』 (彩の国シェイクスピア 蜷川幸雄演出・市川猿之助主演) 10 月 11 日
18：30～ 兵庫芸文・阪急中ホール (服部・伊藤)
オペラ 『泣いた赤鬼』 (びわ湖声楽アンサンブル・滋賀県子供の巡回公演) 10 月 12 日 11：00
～ びわ湖中ホール (服部)
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オペラ 『魔笛』 (プラハ国立歌劇場来日公演) 愛知県芸術劇場大ホール 10 月 19 日 15：00～
(塹江)
映画 『椿姫ができるまで』 (ナタリ・デッセイ主演) 10 月 21 日 16：05～ ミリオン座
(塹江・服部 (10/21))
トリエンナーレ公演 『蝶々夫人』 について(演出家田尾下氏講演) 10 月 25 日 17：00～ 三越
栄店 9Fイヴェントホール (『蝶々夫人』 の映像・写真パネル・演出ノートなど展示会場にて)
(塹江)
演劇 『サーカス物語』 (ミヒャエル・エンデ原作､ ユディ・タジュディン演出) 10 月 26 日
15：00～17：00 静岡芸術劇場 (服部)
	コンテンポラリダンス 『マチルド・モニエ』 10 月 27 日
 14：00～ 愛知県芸術劇場小ホール
(塹江)
演劇 『Krapp's Last Tape』 (愛知トリエンナーレ 2013 並行企画事業：サミュエル・ベケット作・
田辺剛演出・藤原大介一人芝居) (七ツ寺共同スタジオプロジェクト・七ツ寺プロデュース第 21弾)
10 月 27 日
 19：15～ 七ツ寺共同スタジオ (伊藤)
シネマ歌舞伎 野田版 『鼠小僧』 (中村勘三郎主演・平成 15 年 8 月歌舞伎座にて上演) 10 月 30 日
 9：30～ ミッドランドスクエアシネマ (伊藤)
コンサート 『生誕 200 周年ベルディからのメッセージ』 (オペラ・ハイライト・名古屋オペラ・プ
ロジェクト＆ユウロ・リリカ共同制作・ダリオ・ポニッスイ演出・基村昌代・岡本茂郎他) 11 月
2 日 18：00～ 愛知県芸術劇場コンサートホール (塹江・玉崎)
演劇 『ながぐつをはいたねこ』 (劇団柿喰う客) 11 月 3 日
 11：00～ 三重県文化会館小ホー
ル・11 月 9 日 15：00～ 長久手市文化の家 (服部＆橋詰)
ミュージカル 『エニシング・ゴーズ』 (C.ポーター作詞・作曲 山田和也演出 瀬奈じゅん・鹿賀
丈史主演) 11 月 4 日 12：30～ シアター・ドラマシティ (玉崎)
METライブビューイング 『エフゲニー・オネーギン』 11 月 5 日 10：00 ミッドランドスクエ
アシネマ (塹江)
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名古屋市民コーラス演奏会セミ・オペラ 『ナブッコ』 (ベルディ作曲・柳澤寿男指揮・池山奈都子
演出) 11 月 9 日 16：00 (原語上演) 市民会館ビレッジホール (玉崎)
オペラ 『リア』 (ライマン作曲 日生劇場開場 50 周年記念 下野竜也指揮・栗山民也演出 小森輝
彦主演 ドイツ語上演字幕付) 11 月 8 日 18：30～ 日生劇場 (服部)
演劇 『シダの群れ』 (岩松了作・演出) 11 月 9 日 14：00～ シアターコクーン (服部)
演劇 『へんてこレストラン』 (｢注文の多い料理店｣ から) 11 月 3 日 15：00～ 三重県文化会
館小ホール＆ 11 月 9 日 14：00～ 名古屋市緑文化小劇場 (服部＆橋詰)
演劇 『ザ・スーツ』 (バーニー・サイモン作・ピーター・ブルック演出 英語上演) 11 月 9 日
19：00～ パルコ劇場 (服部)
	演劇 『殿様と私』 (マキノノゾミ作・西川信廣演出) 11 月 13 日
 18：15 四日市文化会館・11
月 15 日 13：30～ 市民会館 [名演] (磯貝・服部)
METライブビューイング 『鼻』 (ショスタコーヴィッチ曲) 11 月 19 日
 10：00～ ミッドラ
ンドスクエアシネマ (塹江)
3 大テノール 世紀の饗宴 (1990 年 7 月 7 日ローマ・カラカラ浴場公演のHD映像上映) 2013 年
11 月 27 日) 18：30～ 名古屋市芸術創造センター (磯貝)
オペラ 『セビリヤの理髪師』 (名古屋二期会オペラ・園田隆一郎指揮・中村敬一演出・やまもとか
よ・水谷和樹・中井亮一主演・原語上演・日本語字幕) 11 月 30 日 14：00～ 愛知県芸術劇
場大ホール (服部)
ミュージカル 『ショーシャンクの空に』 (河原雅彦演出 成河・益岡徹主演) 11 月 30 日 13：
30～ 名鉄ホール (服部)
演劇 『裸のリア王』 (短距離弾道ミサイル 12 発目全国ツアー) 12 月 3 日 19：30～ 七ツ寺共
同スタジオ (伊藤)
バレエ 『カルメン』 (シルヴィ・ギエム主演・マッツ・エック振付) 11 月 23 日 14：00～ 愛
知県芸術劇場大ホール (塹江)
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演劇 『鉈切り丸』 (いのうえ Shakespeare 青木豪脚本 いのうえひでのり演出 森田剛主演) 11
月 21 日 13：00～ (渋谷ヒカリエ 11 階) 東急シアターオーブ (伊藤)
演劇 『イシノマキにいた時間』 (福島カツシゲ作・演出) [復興支援 Vol. 17] 12 月 6 日
15：00～ 名古屋市東文化小劇場 (磯貝)
オペラ 『こどもと魔法』 (M. ラヴェル作曲・愛知県立芸術大学オペラ) 12 月 7 日 17：00～
& 12 月 8 日 14：00～ 長久手市文化の家 森のホール (服部&磯貝)
演劇 『ブルーストッキングの女たち』 (宮本研作・ふじたあさや演出 徐梨恵・鹿目由紀主演)
12 月 13 日 18：30～ 名古屋市千種文化小劇場 (伊藤)
	オペラ 『イドメネオ』 (大勝秀也指揮・福井敬・林美智子主演) 12 月 14 日 16：00～ いずみ
ホール (大阪) (服部)

デュオ・コンサート 『森麻季・横山幸雄クリスマス・デュオ・リサイタル』 12 月 15 日 14：00
～ 日進市民会館大ホール (玉崎)
METライブビューイング 『トスカ』 (R. フリッツァ指揮 P. ラセット・R. アラーニャ主演)
12 月 13 10：00～ ミッドランドスクエアシネマ (塹江・伊藤)
オペラ 『ドン・ジョヴァンニ』 (名古屋音楽大学オペラ｡ 松下雅人指揮・たかべしげこ演出｡ 学生・
院生出演のオペラ) 12 月 26 日 17：00～ 名音大・成徳館 12 階ホール (服部)
酒井正志イギリス観劇演目：
8月 13 日 Midsummer Night's Dream Shakespeare's Globe
Tempest Shakespeare's Globe
15 日 Macbeth Shakespere's Globe
16 日 Othello National Theatre
17 日 Tragedy of Mariam Tristan Bates Theatre
19 日 Cripple of Inishmaan Noel Coward Theatre
20 日 Dirty Dancing Piccadilly Theatre
22 日 Midsummer Night's Dream The Rose
23 日 Doll's House Duke of York Theatre
24 日 West Side Story Saddler's Wells
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9 月 3 日 Hamlet Stratford-upon-Avon RSC
玉崎紀子・紫ロンドン観劇演目：
8/21 14：30～ Comedy： One Man, Two Govenors Theatre Royal, Haymarket
8/22 14：30～ Musical： The Phantom of the Opera. Her Majesty's Theatre, Haymarket
8/23 19：30～ Musical： The Chorus Line London Palladium Theatre
8/27 19：30～ Musical： Top Hat Aldwych Theatre
8/30 14：30 Comedy： Private Lives Gielgud Theatre
9/ 2 19：00～ Play： War Horse New London Theatre
9/ 3 19：30～ Billy Elliot, the Musical Victoria Palace Theatre
9/ 5 14：15～ Musical： The Sound of Music Open Air Theatre, Regent's Park
9/ 6 19：30～ Matilda, the Musical Cambridge Theatre
9/ 7 14：30～ Musical： Charlie & the Chocolate Factory Theatre Royal, Drury Lane
9/ 9 19：30～ Musical： Wicked Apollo Victoria Theatre
9/10 19：30 Musical： Top Hat Aldwych Theatre
9/12 19：00～ Opera： The Secret Marriage Peacock Theatre
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演劇 『発情ジュリアス・シーザー』 14：00 三重県文化会館小ホール
演劇 『ジュリアスシーザー』 14：00 愛知県芸術劇場小ホール
⑳映画 『塀の中のジュリアス・シーザー』 名演小劇場
今年はシェイクスピアの 『ジュリアス・シーザー』 を翻案した演劇を 2本と映画を 1本見た｡ 原作
は､ 共和制ローマで独裁者になりつつあったシーザーのブルータスらによる暗殺からフィリッパイの
戦いを経て､ オクティヴィアスが実権を握るまでを扱った政治劇である｡
女体シェイクスピアシリーズは､ 劇団〈柿食う客〉代表の中屋敷法仁が翻案・演出する女優だけで
演じるシェイクスピア劇で､ 今作が 3作目である｡ 三重県文化会館小ホールは､ 嵐の日にも関わらず
満員で､ 熱気に溢れていた｡
｢女体｣ ｢発情｣ といった扇情的な言葉やビジュアルで華美なポスターが連想させる通り､ 耳を劈く
音響と派手な照明の舞台ではあったが､ 興味深い政治劇となっていた｡ 中屋敷によれば､ ｢発情｣ と
は ｢人や世の中への 『情』 を 『発すること』 である｣ という｡ 登場人物名はそのままで舞台設定を明
治期に置き換え､ 理念を語るのではなく見てわかる政治劇となっている｡ 観客が周りを取り囲むアリー
ナ状円形舞台で､ 一段高い舞台中央には大理石のような床板が敷かれていた｡ そこより低い周りの部
分は石畳に見え､ 放射状に血が流れたような赤い線が入っている｡ 天井にはミラーボールが輝き､ 舞
台左右に花道が設置されていた｡ 女優たちは､ 個性的なヘアースタイルでファッションショーの様に､
スタイリッシュかつスピーディーに入退場を繰り返した｡ 女性が独特の発声で男役を演じる宝塚歌劇
と異なり､〈柿食う客〉の女優たちは自然な発声で演じているため､ 気恥ずかしくなるような男っぽ
さがない｡ べらんめぇ調の語りとわざとらしい誇張された演技を虚構として楽しみながら､ 現実に対
する冷めた意識を持ち続けることができた｡
ストレートヘアーの美少女演じるシーザーは鹿鳴館時代の金モールのついた軍服を着て､ 父権的で
居丈高な人物として振る舞った｡ その妻は夜会巻きの髪型で夜会服を着ている｡ 髪をポマードでオー
ルバックに固めたアントニーは､ 真っ白なシャツに黒ジャケットを羽織り､ 腰にはゴテゴテのベルト
を締めて､ 民衆に熱く語りかけた｡ 外見も行動もロックスター気取りであった｡ 一方､ ブルータスら
暗殺グループは富国強兵の社会にはなじめない知的な人々として書生風､ 或いは､ 自由民権の志士の
風情で､ ブルータスの妻は矢絣の着物に袴のハイカラさん女学生スタイルである｡ ブルータスの髪型
は獅子のようなヴォリュームのある逆毛で､ ｢嵐でこんな風になっちまった｣ と笑いを誘っていた｡
また､ 権力と無関係の市井の人たちは､ 丁稚､ 神主､ 俳人の姿をしている｡ 衣装がそれぞれの立場を
示しているのは､ 原作の冒頭､ ｢この頃は衣装をみても職業がわからない｣ という護民官の台詞と対
照をなしている｡ 『ジュリアス・シーザー』 は権力闘争の劇場性､ つまり､ 権力をいかに見せるか／
隠すかと､ アイデンティティの揺らぎをめぐる演劇なのである｡
ブルータスは､ 暗殺の理由を､ シーザーが王位を狙っていること､ つまり､ シーザーの側にあると
して､ 私怨によるものではないことを強調している｡ 暗殺直後の ｢自由だ解放だ｣ ｢こののちどれほ
ど多くの時代に､ 我我のこの崇高な場面が繰り返し演じられることだろう｣ という意気揚々とした掛
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け合いが､ ここでは女優たちによって学芸会のノリで素人っぽく元気に演じられた｡ 男たちの理想と
権力闘争の愚かさがからかわれているのである｡ また､ アントニーが三度シーザーに王冠を被せよう
として､ 三度払いのけられるエピソードは､ 原作では舞台上で演じられず伝聞の形で観客に知らされ
る｡ しかし､ この舞台では､ 語られるすぐ横でフラッシュバックのようにその様子が再現された｡ ア
ントニーの追悼演説の場面においても､ 同様である｡ 誰かがシーザーについて言及するとき､ 舞台上
の人には見えないシーザーが姿を現すのである｡ 不可視の権力と世間の政治的無知・付和雷同性のお
ぞましい帰結が､ ギャグ満載のアニメのように描き出されていた｡
アフタートークで､ 中屋敷はこの作品と 2013 年の日本における政権の交代とを重ねてみることの
意義を語り､〈子供のためのシェイクスピア〉も夏に同作品の上演を予定していることに触れた｡ 今
は､ 政治の季節なのである｡ 演劇は社会を映し出している｡
次に山崎清介翻案・演出による〈子供のためのシェイクスピア〉シリーズ 『ジュリアス・シーザー』
について述べてみたい｡ 山崎が腹話術で扱うシェイクスピア人形と黒マント集団による多彩な演技､
クラップによる素早い場面転換は今作品においても健在であった｡ しかし､ 今回は舞台上の机のフォー
メーションが変えられることはほとんどなく､ ギャグもあまり発せられず､ 幕間なしで一気に約２時
間の芝居が演じられた｡ 怖ろしい権力闘争劇を明るく戯画化した〈柿食う客〉の舞台とは､ かけ離れ
た雰囲気だった｡ 俳優たちは､ 奇をてらうことなくシンプルに語りで政変劇を現前させた｡ ただ古代
ローマのトーガを着た俳優たちは､ 誰が誰の役を演じているのか識別しにくく､ 多少のストレスを感
じた｡
アントニーの追悼演説の場では､ 人形がシーザーの死体として中央の机の上に置かれ､ 市民が周り
を取り囲んでいた｡ 解剖学教室の様だった｡ アントニーは自らの口でなくシーザーの傷口に多くを語
らせて市民を扇動し､ 自分は安全な場所に居続けた｡ 劇中では今後､ 流血と破壊が続くことになると
警告され､ 誕生日と命日が同じとなったキャシアスには､ ｢ハッピィバースディ｣ の歌が不吉な低い
声で歌われた｡ そしてカーテンコールで並んだ黒マント集団が､ 前列から一人ひとり声もあげず崩れ
ていった｡ 来るべき世界の恐ろしさを警告しているようだった｡
最後に 3作目のヴィットリオ＆パオロ・タヴィアーニ監督による映画 『塀の中のジュリアス・シー
ザー』 について述べたい｡ この映画は､ ローマ近郊のレビッビア刑務所で受刑者の更正の一環として
行われている演劇活動を扱っている｡ 設定の監獄も役が割り振られた重犯罪者たちもブルータス役の
俳優以外は本物であるが､ 脚本だけは書かれたという｡
映画冒頭で 『ジュリアス・シーザー』 の舞台が終わり､ 役者たちが監房に戻っていくと､ 画面がカ
ラーからモノクロに切り替わり､ 6 ヶ月前の実習開始発表の時点に戻る｡ モノクロ映像は監獄内での
オーディションから稽古・上演に至るまでのプロセスを映し出すバックステージものの体裁を取って
いるのである｡ 受刑者たちは､ シェイクスピアの台詞を自分の方言で繰り返すうちに､ 過去の友情・
裏切り・権力・自由・疑念などを振り返らざるを得なくなる｡ 映像は閉ざされたホモソーシャルな空
間で､ 殺害について思い悩むブルータス役俳優の Caesare deve morire (シーザーは死ななければ
ならない) と繰り返す演技をとらえる｡
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演技はさらに他の受刑者たちを観客として巻き込んでいく｡ 特に､ シーザー暗殺の場面で､ 暗殺者
たちが ｢自由だ､ 解放だ｣ と叫びながら監獄内の廊下を興奮して走り抜けると､ 辺りは騒然とする｡
受刑者たちは開放感をほんの一瞬味わうことができるが､ 現実には監獄の厚い壁と格子によって阻ま
れている事実に気づかされるのである｡
この映画の原題は "Caesare Deve Morire" である｡ これは､ 監獄とローマを重ね合わせて､ 受刑
者たちの押し殺してきた感情や記憶が演技を通して解放され､ 現実と虚構の境界が曖昧になっていく
様を暗示しているのだろう｡ 映画は､ 拘束される身体と自由な精神を描いたのではない｡ 邦題 ｢塀の
中のジュリアス・シーザー｣ の意味は明解だが､ 自由と解放､ 虚構と現実の拮抗を暗示していない｡
しかし､ 筆者には､ この映画が伝えなければならないとする事柄がよくわからなかった｡ (服部 記)
オペラ 『カプレーティとモンテッキ』 4 月 27 日 12：30～ はなみがわ風の丘ホール
オペラ 『カプレーティとモンテッキ』 9 月 29 日 14：00～ みつなかホール
オペラ 『ロミオとジュリエット』 9 月 7 日 15：00～ 堺市民会館
ヴェローナの相対立する家同士の争いから恋を成就できなかった 『ロミオとジュリエット』 の話は､
シェイクスピア原作の戯曲で有名であるが､ 元はイタリアの作家バンデロの 『ノベッラ』 の中にあっ
た｡ ベッリーニのオペラは台本作家のロマーニが作曲家ニコラ・ヴァッカイのオペラためにこの小説
から翻案した台本を､ 転用して作曲したものである｡ シェイクスピアの戯曲はフランス経由で伝わっ
た話の語り直しを主材源としている｡ そしてグノーはシェイクスピアのフランス語訳 『ロミオとジュ
リエット』 をオペラ化した｡ 今年､ この類縁関係にあるオペラを 3公演を観たが､ 展開の仕方や表現
の違いなどが時代背景や上演事情を映し出して興味深かった｡
シェイクスピアのロミオは仮面舞踏会でジュリエットを見て真実の愛に目覚めたと目隠しを外す｡
外見でなく内実の美しさを見たのである｡ また､ ジュリエットはバルコニーで薔薇の名前と共にロミ
オの名前の名指すモノを語り､ それを捨て去るよう願う｡ 彼女は家父長制に対する疑問や性に対する
目覚めを言語化しているのである｡ しかし､ ベッリーニ作曲 『カプレーティとモンテッキ』 には､ バ
ルコニーシーンも仮面舞踏会の場面もない｡ ロメオは既にモンテッキ家の当主になっていて､ ジュリ
エッタと密かに結婚の誓いをしている｡ 彼は二人で逃げようとジュリエッタを誘うが､ 彼女は義務・
法・家名を考えると駆け落ちはできないと答える｡ ジュリエッタは､ 父の勧める結婚をすることは重
婚の罪を犯すことになると考え､ ロレンスからもらった秘薬を飲み仮死状態になり､ その後行き違い
でロメオが自殺を図った後神に許しを乞いながら死んでいく｡ 彼女は孤独で権威の犠牲となって死ん
でいき､ 合唱がこの悲劇の元凶は父であると非難して幕となる｡ 恋に落ちてから､ 急速に成熟し二人
で死の世界へと駆け抜けていくシェイクスピアの恋人たちとは大きな違いがある｡
〈小空間オペラ〉は､ 岩田達宗の演出であった｡ 出演歌手の人数が絞られているため､ 合唱部分が
大幅にカットされ､ その内容が字幕で説明された｡ しかし､ ベルカントの合唱における声の醍醐味を
味わうことができず物足りなさを感じた｡ 最後にジュリエッタの父が断罪される場面は歌われたが､
迫力に欠けていた｡ ジュリエッタ役の光岡は高音が美しくよく転がるが､ 昨年のジルダを歌った時の
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方が良かった｡ ジュリエッタ役の方が中音部が多く､ 彼女の長所があまり発揮されていないと思った｡
ロメオ役の向野由美子は､ よく歌いながらも､ いわゆるズボン役を演じているようには見えなかった｡
カッペリオの鹿又透は､ 娘に権威を押しつける父と言うよりもやさしい娘思いの父に見えてしまった｡
歌手の息づかいまで見える風の丘ホールでは､ 男ぶりや男の権威を見せかけるには､ 歌手と観客の距
離が近すぎるのかもしれない｡
〈みつなかオペラ〉は川西市文化・スポーツ振興財団､ みつなかオペラ実行委員会が主催する公演
で既に 22 回の公演が行われている｡ 今回は､ 前回の〈ドニゼッティシリーズ〉に続く､〈ベッリーニ
ベルカントオペラシリーズ〉の 1回目の公演であった｡ この数年､ 芸術監督に牧村邦彦氏を迎えてテー
マを設定し､ 約 900 席程のみつなかホールで上演を行い､ 高い評価を得ている｡
ベルカント作品の上演をテーマにしているだけに､ 歌手たちの声と歌は非常に立派だった｡ ジュリ
エッタ役の坂口裕子は表情が豊かで､ 高音部から低音部まできれいにつながり､ よく響き､ 高音が細
く転がるだけがコロラトゥーラソプラノでないことを再認識させられた｡ ロメオ役の高谷は宝塚の男
役の様にカッコよく､ 最後のソロでは抑制された表現ながら悲嘆ぶりをよく表していた｡ 今後ズボン
役としてさらなる活躍を期待している｡ 一方､ カッペリオ役の片桐直樹は威厳ある父を冷酷に演じ､
恋人たちが息絶えた後の一同から非難される展開に説得力を持たせた｡
イタリア人のアントニオ・マストロマッティによる装置はシンプルながら二つの大きな扉を回転さ
せることによって､ 密室を出現させたり､ ベローナの街並みを背景に浮かびあがらせたりしてすばら
しかった｡ 最後の墓地の場面では､ 観客の視線の消尽点が二人と重なるように扉の角度に工夫が凝ら
されていた｡ ジュリエッタは精神的にも肉体的にも閉じ込められた状態で死んでいったのである｡ 恋
人たちの二重唱も二人の死を悼む合唱も大変美しく､ カッペリオを断罪する声はホールに響き渡った｡
このオペラの筋は単純であるが､ 圧倒的な声の力と計算された装置で､ 権威に翻弄された恋人たちの
悲劇を浮かび上がらせたのである｡ テーマを定めて上演することの意義とその成果をそこに見ること
ができた｡ オケはカレッジオペラ管弦楽団､ 合唱指揮は岩城拓也で､ この両者の地道な活躍や若い歌
手たちを支え育てていこうとする活動が関西のオペラ上演を活気あるものにしている｡
最後に堺オペラ 28 回定期公演のグノー作曲 『ロミオとジュリエット』 について｡ 薔薇の絵のあし
らわれた公演チラシに ｢豪華キャストで彩られる愛の悲劇｣ とあったが､ まさにそのとおりの演出意
図だった｡ 1867 年にリリック座で初演されたこの作品では､ シェイクスピアに見られる喜劇的な要
素や卑猥な描写がカットされており､ 家父長制に対する抵抗や性愛的な表現のない､ 簡素で通俗的な
内容になっている｡ ジュリエット役の古瀬まきをは､ アリア ｢私は夢に生きたい｣ で初々しく幸せいっ
ぱいの気持ちをワルツに乗せてよく表していた｡ しかし､ 後半には有名なアリアがなく､ 死ぬ前のデュ
エットは冗長に感じた｡ 愛しながら死に行く二人の姿を描くというより､ 最期まで可愛くけなげなジュ
リエットと彼女しか見えていないロミオの愛の世界が､ 甘く美しい音楽で描き出された｡ ソリストだ
けでなく､ 合唱指揮の岩城､ 演出の粟国淳､ カレッジオペラ管弦楽団がこのオペラの関西初演に貢献
していたが､ 現代において､ 純愛のテーマを掲げて共感を得るのは､ 難しいかもしれない｡
(服部 記)
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演劇 『サーカス家族』 あおきりみかん 6月 16 日 G/pit
名古屋の劇団〈あおきりみかん〉の新作上演其の弐拾九を初日に観た｡ チラシの宣伝文句 ｢家族は
ぐるぐると､ まわり続ける｡ 『サーカス』 に明け暮れるある一家の､ 綱渡り人情喜劇｣ を読んで､ サー
カス一座を営む一家の物語を単純に想像して出かけたが､ 予想は楽しく裏切られた｡ 日常空間に祝祭
空間を出現させる旅のサーカス一座には現代社会におけるアウトサイダー的な異人のイメージがつき
まとう｡ 一方､ 社会制度上の最小ユニットである家族の形成は､ 身を固めるとか縁を結ぶなど､ 社会
制度の中で存在と意味の認知・定着化を図ることである｡ 『サーカス家族』 は自家撞着を孕んだタイ
トルなのである｡
会場となった G/pit の狭い舞台上には､ 漫画 『サザエさん』 に見られるような､ 一昔前の一家団
らんの象徴となる茶の間が設置されていた｡ 芝居が始まると､ 禿頭のお父さんが卓袱台の上に新聞を
広げてお茶を飲み､ 割烹着を着たお母さんは､ 夕餉の支度に豆のさやを取っている｡ 犬役の役者は､
犬の着ぐるみを着てボールと戯れている｡ セーラー服姿の娘が帰宅して着て学校の話題を報告する｡
次々に帰宅する家族の構成員たち｡ 夕暮れ時の家族の風景だが､ 違和感があった｡ 役者たちが皆若い
から仕方ないとは言え､ 父と息子､ 母と娘の親子に見えないのである｡ 彼らが言葉に詰まり､ 唐突に
ジャグリングを始めてドタバタになったとき､ ｢ストップ｣ と声が掛かった｡ 劇中でそれぞれが工夫
を凝らして割り当てられた家族の役を演じる家族ごっこが演じられていたのである｡
家族ごっこは一種の劇中劇である｡ 芝居を中断して､ 演技や構成を批評・反省し合い､ 新たに役を
取り替えて､ 芝居を作り上げる過程は､ 劇団の日常でもあるだろう｡ ｢マンネリズムからの脱却｣ や
｢日本の家族に犬が必要なのは､ ケータイの CMに踊らされている｣ と彼らは話し合う｡ 家族の在り
方を探る試みが､ 同時に新しい演劇を模索することになっているのである｡ 劇中のにせ家族は､ 本当
の家族や第三者によって存在を脅かされる一方で､ 劇外の現実の家族に対しても､ 役割を演じている
にすぎないと､ 亀裂を生じさせる勢いである｡
それにしても家族とサーカスが結びつく必然はあるのだろうか？この疑問は観客だけでなく､ 劇中
のお母さんもお父さんも抱いている｡ 家族ごっこ主催者のユミは､ ｢サーカスは楽しい｣ としか答え
ないが､ この答えに納得する人は劇中見当らない｡ 家族ごっこは､ 終盤に近づくにつれ､ 虚実が入り
乱れて､ とんでもないドタバタ調になっていく｡ ｢理想が高すぎて結婚できない女の考え方｣ と同様
に､ 演じるほどに理想像から遠のいていくのだが､ 参加者たちは厳しい現実と煩わしい人間関係から
逃げていただけなのである｡ 家族を描いた台詞劇が行き詰まると､ サーカス芸で上演の維持・継続を
試みるが､ うまくいくはずはない｡
劇中で､ 家族ごっこをやめるときがやって来た｡ ユミは両親との唯一の楽しい思い出はサーカスで
あると語っていたが､ それがウソであったことをタムラに告白する｡ さらに､ お母さんとお父さんの
婚約宣言をきっかけに､ 団らんの象徴たる卓袱台や茶の間が取り払われて､ 疑似家族の物語は解体さ
れる｡ しかし､ この後舞台は電飾できらめき､ 役者たちが鍛錬してきたジャグリングや､ 玉乗りを楽
しそうに披露し始めた｡ それまで ｢サーカス｣ は現実から逃れる装置のメタファーとして機能してい
たが､ ここで舞台に現前することで､ ユミの記憶と現実を書き換え始めた｡ 暗転の後､ 家族ごっこの
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舞台となった家は更地になっていた｡ お父さんたちの結婚式に参列したユミとタムラも､ 結婚しそう
な気配であった｡ 芝居は､ ユミが現実を生き直す夢と覚悟を語って終わる｡
アフタートークに拠れば､ 鹿目はかつて劇団内で母的な存在となったとき､ ｢もう母はやめる｣ と
宣言したそうだが､ 今はあまり気にならないらしい｡ 共通の目的で集まったサークルなどで､ 疑似家
族関係が形成されるという話はよく聞く｡ しかし､ 実際の家族は必ずしも皆が同じ方向を向いている
わけではない｡ ユミが語ったように､ 家族はばらばらなことをしていても､ ｢おやすみ｣ を言って明
日に備えることのできる集団で､ 簡単には離散しない｡ 厳しい現実を綱渡りしながら乗り越えている
家族も多くあるだろう｡ この芝居は家族の ｢綱渡り｣ の日常を俳優たちの地道な身体的鍛錬と言葉で
描き出したのである｡ ジャグリングが成立しなければ芝居は成立しないばかりか､ 身体芸は言葉が上
滑りして芝居がドタバタになるのにストップをかけた｡ 理想の家族と理想の劇団のありようがサーカ
ス芸を通して重なって見えた｡ 名古屋・仙台公演が好評で､ 東京でも再演された〈あおきりみかん〉
の活躍にますます目が離せない｡ (服部 記)
演劇 『日本の大人』 8 月 13 日 15 時～ 愛知県芸術文化センター小ホール
あいちトリエンナーレ 2013 は ｢揺れる大地―我々はどこに立っているか：場所､ 記憶､ そして復
活｣ をテーマにしている｡ そのパフォーミングアーツ部門の委嘱作品として､ 劇団〈ままごと〉の柴
幸男作・演出 『日本の大人』 が上演された｡ 一昨年の 『わが星』 で柴はラップのリズムに合わせて､
惑星の一生と新興住宅地に住む普通の人間の一生を重ねて描き印象的だった｡ 『わが星』 は生者と死
者が行き来するワイルダーの 『わが町』 のいわば 21 世紀版であったが､ アフタートークで柴は､ 『日
本の大人』 はミルンの 『熊のプーさん』 の続編であると語った｡ 『プーさん』 はミルンの寂しかった
子ども時代の記憶を､ 現実から隔離された虚構の森に閉じ込めることで､ 一見楽しいお話となってい
る｡ 大人になるとはどういうことなのか､ 何を諦め､ 何を得ることなのか､ 子どもも大人も楽しみつ
つ揺れる境界を一緒に考えることのできる芝居であった｡
〈過去〉と〈現在〉が同時に並走する形で交互に演じられたが､ ストーリーは単純である｡ ある日
突然､ Tシャツ半ズボン姿の小学 26 年生のおじさんが小学校に転校してくる｡ ｢クマノさん｣ と呼ば
れ､ ｢プーさん｣ というあだ名のおじさんは､ ｢何もしたくない｣ と小学校の卒業を拒み続け､ 他の小
学 6年生を騒動に巻き込んでいく｡ 彼は掃除をサボり､ みんなの勉強の邪魔をする｡ 対照的に学級委
員のオクダ君は､ 働いている母の代わりをして､ 晩ご飯を作り妹の面倒を見る大人のような子どもで
ある｡ 20 年後､ オクダ君は何もせず家に引きこもり､ そのことを教師になっている妹に責め立てら
れる｡ 同窓会を開くことになって､ 20 年前の思い出､ つまり､ 校庭に埋めたタイムカプセルやクマ
ノさんのことなどを話題にするが､ オクダ君以外は誰もクマノさんを思い出さない｡
舞台上には絵日記の 1ページがスライド壁となって設置されていた｡ 4 人の俳優がこの絵日記壁を
左右に動かし､ 背面でめがねなどの小道具を用いて変身して､ 現在と過去の場面転換をスピーディに
行なった｡ 一般に絵日記は子ども時代の思い出の宝箱だが､ この絵の部分には校舎と運動場など背景
が浮き彫りにされているが色はなく､ 文字も書かれていない｡ 芝居が始まる前､ 舞台上のモノは 2つ
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の影を作って､ 重なる部分は白色､ 重ならない部分はそれぞれ緑色と赤色の影であった｡ 芝居は子ど
も時代と､ 今の立ち位置の関係の再考を促していたのである｡
聞分けのよいオクダ君は当初小学校の卒業式に仕事で出席できない母を､ 責めなかった｡ 最終場面
で初めて登場した母がオクダ君に欠席の詫びを入れ､ 彼も抑えていた感情を露わにする｡ そして､ ク
マノさんが卒業証書を渡す卒業式が再現されることになる｡ 二人の交流は子どもでいたいという気持
ちと､ 大人であらねばならないという気持ちの拮抗を浮き彫りにしたが､ オクダ君は過去と対峙し､
抹殺してきた気持ちに気づくことによって新たなスタートを切ることができるのである｡ 上演中大い
に笑ったが､ 最後に胸がいっぱいになった｡ クリストファーロビンが森に住むプーさんに別れを告げ
て学校に上がる場面も､ 同様に切なかったことを思い出した｡
この芝居について柴は､ 『ままごと新聞』 第 7 号で ｢考えぬくこと､ 紙の上から生まれる作品にし
たかった｣ と述べている｡ 過去に読まれたり書かれたりした言葉を現在に蘇らせる試みとして､ 過去
と対話しながら芝居を製作したかったというのである｡ 演劇は俳優が言葉を肉化して役を生き､ ある
真実を再現する装置である｡ オクダ君は記憶の中のクマノさんを現在に呼び寄せ､ 新たな現実を生き
直す勇気を得ることができた｡ 劇のストーリーとその再現方法が一致しているように思われた｡
劇場ロビーには 『日本の大人』 のポスターの塗り絵が貼られ､ 色鉛筆が置いてあった｡ それにどん
な色を塗るかは､ 観客に委ねられており､ 観客参加を促すトリエンナーレにふさわしい企画といえる
が､ タイトルの ｢日本の｣ という限定は曖昧なままであった｡ (服部 記)
オペラ 『リア』 11 月 8 日 18：30～ 日生劇場
日生劇場開場・読売交響楽団創立 50 周年､ 二期会創立の 60 周年記念公演 オペラ 『リア』〈日本初
演〉を観た｡ なじみの薄い現代曲であったが､ 予想を遙かに超え､ 非常におもしろかった｡
昨年の記念公演に引き続いて､ 今回も作曲家ライマンのレクチャーが公演に先立って行われた｡ 作
曲家の声を直接聞くことができるのは､ 現代オペラ鑑賞の利点の一つである｡ 彼は､ 作品が生まれた
経緯と背景を､ その聴き所と関連させながら語った｡ 彼に拠れば､ すべては､ 領土を 3人の娘たちに
分割するというリアの愚かな決断から始まる｡ 彼の決意が同音で歌われた後､ オーケストラの圧倒的
な音が声に被さって取り返しのつかない物語が進行していく｡ 一方､ リアに付き添い､ 彼の影法師と
なる道化役には役者をあて､ その歌が聞こえるように伴奏を弦楽四重奏にしたという｡ 老いと財産譲
渡､ 子供の親不孝は現代にも通じる｡ タイトルが 『リア王』 でなく 『リア』 となっているのもその所
以である｡ 初演は 1978 年だが､ RSC で話題となったピーター・ブルック演出の 『リア王』 が 1971
年に映画化されている｡ ライマンの 『リア』 とブルックの 『リア王』 がそれぞれ描き出した世界は､
嵐の場面も含めて共通項があるように思われた｡ つまり､ このオペラは主人公の葛藤や英雄の生涯を
ドラマ化した 19 世紀のオペラ作品と異なり､ ヤン・コットによって指摘されたシェイクスピアの同
時代性をオペラ化しているといえるだろう｡
オーケストラは大編成でピットに収まりきらず､ 舞台上左側に木管と打楽器パート､ 右側に金管パー
トが載っていた｡ 弦楽器を打楽器の様に叩いて音を奏でる奏法や複雑な大音響が歌唱と重なって､ 意
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外に聞きやすかった｡ 作曲家によれば､ 嵐の場面は重要で､ リアの感情ではなく､ 荒涼とした心象風
景を表しているという｡ 指揮者の下野は拍を丁寧に数え､ 繰り返しの回数を示しながら振っていた｡
複雑な音楽をまとめ上げる手腕は今回も冴えている｡
舞台中央に一段高い傾斜舞台が設置されていたが､ オーケストラ団員に囲まれているため張り出し
舞台のように見えた｡ グレートブリテンの大きな地図が舞台上に広げられ､ 巨大な木の杭のようなも
のが天井から突き刺さっていた｡ ドーバーへの道行きで使われた小さな回り舞台以外に目立った装置
はなかった｡ 天上からつり下げられた布や衣装や照明は､ 無垢の白､ 情欲の赤というように簡素で様
式化されていた｡ 演出の栗山民也や照明の服部基は､ シェイクスピアの作品世界の創出に手慣れてい
る様に思った｡
歌手たちはすばらしかった｡ 小森は気高いリアが自我を喪失し普通の人になっていく過程を演じた｡
嵐の場面では運命と対峙するのではなくただ翻弄される愚かで弱い人間を表した｡ エドガー役の藤木
は､ 哀れなトムに変装した場面ではカウンターテナーの高い声で､ 名乗りを上げエドマンドと対決す
る最後の場面では､ 普通の男声で演じ､ その対比が印象的だった｡ ゴネリル役の小山由美はドイツ語
の歌唱に声の凄みが加わり存在感が充分であった｡ 最後にあっけなく自死を選んだ演技も説得力があっ
た｡ グロスター公の目玉がくり抜かれるシーンでは､ 天井から大きくて表面がでこぼこの凸面鏡状の
物体が下りてきた｡ この眼球のシンボルは､ 醜く歪んだ世界を写し出しているのか､ 鈍い光を乱反射
していたが､ その横で､ 美しく意地悪なリーガン役の腰越が､ 冷たい声から次第にひりひりした声を
出して歌った｡ グロテスクで豊かな表現力だった｡ 臼木あいは清純無垢で真の強いコーディリアにぴっ
たりのイメージであるが､ 個性的な姉たちに圧倒されてしまったのか､ 若干物足りない｡ しかし､ 三
姉妹の音楽はどこか似かよって､ 最後に不条理な死が重ねられていった点に､ 現実では捉えきれない
物語世界の真実を見た｡ リアの誤った判断から救いのない荒涼とした世界が展開されたが､ 終演後に
満足感を得ることができた｡ オペラというよりも芝居を観たような錯覚に襲われた｡ (服部 記)
2013 年夏ロンドン (＆ストラットフォード・アポン・エイヴォン) 演劇事情
今年も夏休暇を利用してロンドンとストラットフォード・アポン・エイボンを訪れ､ 昨年のオリン
ピック・イベントから日常へと戻ったイギリスの演劇事情を探った｡ 昨年報告した ｢2012 年夏ロン
ドン (＆ストラットフォード・アポン・エイボン) 演劇事情｣ に､ ｢(ドラマと比較すると) このとこ
ろ 20 年近くの傾向であるが､ 今年もまたミュージカルが優勢である｡ (ただ､) 長年続演されている
作品が多く､ あまり新作はない｡ ミュージカルにも閉塞感が感じられる｣ と書いた｡ ところが､ 今夏
は､ 演劇ガイドOfficial London Theatre 12-25 Aug を見ると､ ドラマに 31 作品､ ミュージカルに
21 作品が掲載されていて､ 上演作品の数からみると､ ドラマが優勢になっている｡ しかもミュージ
カルには､ 相変わらず､ Billy Elliot, A Chorus Line, The Lion King, Mamma Mia!, Les Miserables,
The Phantom of the Opera, West Side Story, The Sound of Music など長年続演されている作品や､
再演された作品が目立つ｡ 今年もまだミュージカルに閉塞感があることは否めない｡ 一方､ ドラマの
上演には､ 31 作品中､ シェイクスピアのものが 8 作品含まれているが､ いくつか意欲的な上演もあ
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り､ このところのドラマの停滞感を少し振り払う兆しが見えるように思われる｡
今回は全部で 11 作品の上演を観ることができたので､ それぞれの上演の観劇録を記し､ 今夏のイギ
リス演劇事情の一端を明らかにしたい｡
今夏､ 特に目立った特徴は､ フェミニズムの復活とまでは言えないものの､ 女性を主人公とした作
品の上演が目立ったことだ｡ 女性を主人公としていない作品でも､ 女性の描き方にこれまでにない強
烈さを感じた｡
出発前から楽しみにしていたのは､ クロゼット・ドラマであるが故にあまり上演されてこなかった､
イギリス最初の女性劇作家エリザベス・ケアリーの The Tragedy of Mariam である｡ この作品はケ
アリーによって 1602 年から 1604 年の間に執筆され､ 1613 年に出版された｡ 1970 年代にアメリカの
フェミニストたちに､ 女性によって書かれたイギリス最初の劇として ｢発見｣ され､ その後 21 世紀
の初頭まで､ 多くのフェミニスト研究者に注目されて､ 新たに数種類のテキストも出版された｡ 研究
の本拠地となったアメリカでは､ 大学構内で何度か公演されてきたが､ イギリスでは､ 数年前の大学
構内での公演と､ 今春､ 彼女が眠るバーフォードの教会での公演と 2度しか上演されていない｡ ケア
リーはバーフォードの領主であったフォークランド卿の夫人として､ この地に生き､ 卿と一緒にこの
町の教会内に葬られている｡ 5 年ほど前に､ この教会を訪れた折､ 近くにあったこの町の図書館の司
書にケアリーの事を聞いてみたところ､ 全く知らないということであったが､ この春､ この教会で彼
女の作品が上演されたことで､ ケアリーはこの町の人々にとっても重要な人物として認識されたこと
であろう｡ ロンドンでは 8月 12 日から 17 日まで､ コヴェントガーデンにあるトリスタン・ベイツ・
シアターで 6回公演された｡ この劇場はロンドンの都心にはあるが､ 100 ほどの客席の小さな劇場で､
フリンジ・シアターとして､ 小さな劇団によって使われている｡ 今回もカムデン・フリンジ・フェス
ティバル 2013 年の会場となっていて､ この作品はその参加作品の一つとして上演された｡ 上演劇団
は演出家ギャヴィン・ハリントン・オデッドラ率いるラザラス・シアター・カンパニーで､ この劇団
はこれまでも古典劇を中心に上演を続け､ その現代的解釈による上演で注目されてきた｡ 主人公マリ
アムはユダヤ王ヘロデに祖父と弟を殺害されながらも､ 2番目の妻としてヘロデに嫁ぐ｡ ヘロデがロー
マで客死したとの噂が広まり､ ヘロデをめぐる女性たち､ 妻マリアム､ 妹サロメ､ 前妻ドリスの心に
さまざまな思いが渦巻く｡ ヘロデ亡き後､ だれが権力を持つのか､ 男には与えられる権力がなぜ女性
には認められないのかというテーマが作品の底に流れる｡ フェミニストたちがこの作品に注目した所
以である｡ 死んだと噂されたヘロデが実は死んでおらず､ 無事帰国する｡ 最後､ マリアムは､ ヘロデ
の留守中に不義を働いたというサロメの讒言によって､ 夫ヘロデから死刑を宣告される｡ 役者はヘロ
デ役を除いてすべて女性で､ 女役を演じるときは素顔で､ 男役を演じるときは黒の仮面をつけて演じ
た｡ 演じたというよりは語りを聞かせたと言った方がよいかもしれない｡ いかにもクロゼット・ドラ
マらしく､ 舞台には動きがない｡ 演出のオデッドラは登場する役者を全員舞台の後方に立たせ､ 出番
が来ると舞台前方に歩ませて､ ほとんど動きを伴わずに台詞を語らせた｡ 舞台全体は終始暗く､ 舞台
前方で台詞を語る役者にだけ照明が当たる｡ そうすることで､ かえって舞台に緊張感が生まれた｡ 作
品を 1時間ほどに短縮したことも､ 緊張感を高めるためであったと思われる｡ この作品をどうにかし
― 65 ―
て舞台に乗せようとした演出家の努力が強く感じられる優れた上演だったと思う｡ 今回見た作品の中
で､ 最も強く印象に残った｡
フェミニズムの復活を印象づけたもう一つの作品は､ デューク・オブ・ヨークス・シアターで上演
されたイプセンのA Doll's House である｡ 2012 年､ 13 年春のヤング・ヴィック座での成功ののち､
ウェスト・エンドへの進出を果たした｡ 支配的な夫との結婚生活と決別して自立した人間として生き
ようとするノラは､ これまでしばしば世間知らずの若妻というイメージで描かれてきたが､ 女性演出
家キャリー・クラックネルは､ ノラを､ 少しは世間を知った､ 計算のできる女性として描いているよ
うに思われる｡ 夫から生活費をもらうたびに､ すぐにその一部をベッドの下に隠して､ あたかもいず
れ夫と別れ､ 自立する準備をしているかのようなノラの印象を観客に与えている｡ そのようなノラ像
を､ イヴニング・スタンダード・アウォードと批評家サークル・アウォードで最優秀女優賞を獲得し
たハティー・モラハンが好演していた｡ 作品中､ ノラに対する夫の愛情と､ ノラに密かな思いを寄せ
る医師ランケの愛情とが対比されるのだが､ ランケのノラに対する愛情が十分に描かれていないと感
じられたり､ ノラを利用して保身を図ろうとするクログスタットの改心がやや唐突に感じられたりも
したが､ 自立を果たそうとするノラの姿は､ 危なっかしく見えるものの､ 十分に描かれていたと思う｡
この公演でよかったもう一つの点は舞台装置である｡ この劇はノラの家の中だけで展開するが､ 舞台
は回り舞台になっていて､ この家の主だった部屋 (居間､ 寝室､ 夫の書斎など) が必要に応じて､ 舞
台正面に回転して現れてくる｡ 物語の展開が速く､ この回転が何度となく繰り返される｡ 一階ストー
ル席で観ていたイギリス人の友人はこの回り舞台の導入は失敗だったと語っていたが､ 二階バルコニー
席から見ていた筆者にはとても面白かった｡ どうやら､ 一階から見ると､ ただ単に舞台が回転して役
者が演じる場が次々に目の前に平面的に現れるのに対して､ 二階から見ると､ 家のなかのどの部屋に
誰がいて､ どのような動きをするかが視覚的にも一瞬にして理解でき､ ｢人形の家｣ であるこの家の
全体像を立体的に把握できたからであろう｡
ノラが夫からの抑圧から自立しようとしたのに対して､ 今回見た二つのミュージカルの内の一つ､
ピカデリー・シアターで上演されていた､ イギリス人にはなじみの Dirty Dancing には､ 父親の抑
圧から抜け出ようと､ 必死にダンスに打ち込む若い娘の姿が鮮烈にうち出されていた｡ 観客にも女性
の姿が目立った｡ スケジュールの関係で見逃してしまったが､ シェイクスピア・グローブ・シアター
では､ ジェシカ・スウェイルの新作 Blue Stockings が上演された｡ 1897 年､ ケンブリッジ大学ガー
トン・カレッジはイギリスで初めて女子学生を受け入れたが､ 男子学生には与えられた卒業資格が女
子学生には認められず､ 彼女らは単に blue stockings と呼ばれた｡ 女性に卒業資格を､ 女性に選挙
権をと唱えて､ 学寮長エリザベス・ウェリッシュは闘争を開始する｡ このエリザベスの活躍を描いた
のがこの作品である｡ 観客の動員もよかったと伝え聞いている｡ 男女平等､ 婦人参政権運動の主張が
今夏再びロンドンの劇場で盛り上がった｡
それぞれの作品の主役ではないが､ 同じシェイクスピア・グローブ・シアターで上演されたMid-
summer Night's Dream とMacbeth では､ 女性登場人物たちの権利が重視されて描かれていた｡ 前
者では､ ミッシェル・テリーが演じたヒッポリタとティターニアがこれまで観たどの演出よりも男性
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社会に敵対的な人物として描かれ､ ティターニア配下の妖精たちも､ ロバに変身したボトムに､ 見下
すような態度で､ 嫌々仕えているような演出がとられていた｡ 逆に､ ボトムがいかにもおとなしく暗
い人物に描かれていたのは､ この劇場の総監督でもあるドミニック・ドルムグールの演出の狙いだっ
たのかもしれない｡ 後者では､ この劇場にしばしば出演しているサマンサ・スピロが大変力強いマク
ベス夫人を演じた｡ 前半には､ 夫を叱咤し力強く行動していた彼女が､ 後半､ 精神に異常をきたして
いく､ その落差の大きさを意図的に描いているように思われた｡ 女性演出家イーヴ・ベストの演出で
興味深かったのは 3人の魔女の扱いであった｡ テキストが指定している登場箇所以外に､ マクベス戴
冠の場で､ 舞台後方に 3人が立ち､ 戴冠の一部始終を見つめていた｡ マクベスが王となることが自分
達の思惑通りであることを確認するかのように｡ それが演出の狙いだとしたら､ たとえば､ ギリシャ
悲劇では市民の代表ともいえるコロスが舞台上にいて､ 主人公の行動のすべてを見守っていたのと同
じように､ 3 人の魔女を最初から最後まで舞台上に登場させて､ この劇そのものが魔女の掌の上で展
開しているのだということを明らかにしても面白かったかもしれない｡
今夏のロンドン演劇の特徴の一端は､ 以上の如く､ 女性に焦点があてられていたことであった｡ そ
のほかに観劇した作品の中で､ 特に興味をひかれた点を記しておこう｡
シェイクスピアの作品では､ 上記のほかに､ ローズ座跡地で上演された Midsummer
Night'sDream とナショナル・シアターの Othello､ ストラットフォード・アポン・エイボンで
Hamlet を見ることができた｡
現在のシェイクスピア・グローブ・シアターから 100 メートルほど離れた場所に､ ローズ座の跡地
が発掘されてから､ すでに 25 年近くが経つが､ 現在も細々と発掘作業は継続されていて､ 2014 年に
は東側 3分の 1が発掘調査される｡ この跡地の保存活動を行っているボランティア団体が中心になっ
て､ 跡地を背景に客席 50 の小さな小屋を建て､ ここで演劇活動をしながら､ 保存活動の啓発を行っ
ている｡ この小屋でMidsummer Night's Dream を観た｡ いかにも劇場というより小屋といった方
がいい空間で､ トイレもシェイクスピア・グローブ・シアターのものを借用している｡ 役者は 10 名､
音響効果はなし｡ 全体を 1時間半ほどに短縮していたが､ 予想以上に面白かった｡ 特にパックを演じ
た若い役者ロビイ・カパルディの演技が素晴らしかった｡ 役者と観客の距離はわずか数メートル｡ 手
の届くところで､ 演技が展開され､ 1 時間半の間ずっと劇世界に没入していた｡ 今夏は､ この上演と､
上記の The Tragedy of Mariamを観たことで､ フリンジの良さを再確認することができた｡
ナショナル・シアターでは､ ニコラス・ハイトナー演出､ エイドリアン・レスター主演のOthello
を観た｡ レスターは 10 年前､ 同じハイトナー演出の Henry V で主役を演じていたのを観たことが
あり､ その時から優れた役者として記憶していたが､ 今やイギリスを代表するシェイクスピア役者に
成長した｡ 今回のオセロ―も実に見事に演じていて､ 演劇好きのイギリス人の知人もこれまで観てき
たOthello の中で最もよかったと言っていた｡ 新聞などの劇評でも高く評価されていた｡ 今夏観た劇
の中でも最も優れた上演の一つだったと言ってよいと思う｡ 劇の時代は現代に移されていて､ 登場人
物たちは現代の軍人服を着､ 腰には剣ではなくて銃を携えて登場する｡ この作品を観るたびに､ 劇の
劈頭､ 招請を受け元老院に向かう際にブラバンショー一行と鉢合わせたオセロ―が､ "Keep up your
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bright swords for the dew will rust'em" という台詞をどのように語るかをいつも楽しみにしてい
た｡ この一言でオセロ―という人物の高潔さが強く観客に印象付けられると考えてきたからだ｡ 銃を
携えて登場するという設定ゆえ､ 残念ながら､ この台詞はカットされていた｡ デズネモーナもジーパ
ン姿で登場する｡ ただ､ このように時代を現代に移すことで､ オセロ―がムーア人であることの作品
における意味が全くなくなってしまうのではないかという疑問を強く感じた｡
ストラットフォード・アポン・エイボンでは､ As You Like It, Titus Andronicus, All's Well That
Ends Well, ミドルトンのA Mad World My Masters が上演されていたが､ スケジュールの関係で
Hamlet しか見ることができなかった｡ 昨年､ プロスぺローとマルヴォーリオを同じシーズン中に演
じたのを観て､ その素晴らしい演技が強く印象に残ったジョナサン・スリンガーが､ 今年はハムレッ
トを演じるというので楽しみにしていた｡ 演出はデイヴィッド・ファー｡ こちらもナショナル・シア
ターのOthello と同様､ 現代版｡ 現代版であるゆえ､ 先王ハムレットの亡霊は甲冑姿ではなく､ フェ
ンシングの姿で登場してくる｡ 演出的にいくつか面白い試みが見られた｡ これまでHamlet は何回と
なく観てきたが､ 亡霊とクローディアスを同じ役者が演じたのは初めてのことだ｡ グレグ・ヒックス
が一人二役を演じていた｡ オイディプス・コンプレックスの観点からすれば､ ハムレットにとっては､
父ハムレットと叔父クローディアスは同一人物といってよいという解釈だろう｡ オフィーリアは､ 舞
台前方の ｢墓｣ に埋葬されて､ むき出しのまま､ 劇が終わるまで､ そこに横たわっている｡ 最後の御
前試合もこの墓の前で行われ､ ハムレットは死ぬ直前に､ オフィーリアの墓に近づき､ 彼女を一瞥し
て息絶える｡ これまでの演出では､ クローディアスはハムレットに無理やり毒入りの酒を飲まされる
が､ この演出では､ クローディアスは自ら毒杯をあおる｡ ハムレットはそれを見ながら大きく拍手す
る｡ 最後のフォーティンブラス登場の場面では､ 本人が登場するのではなく､ 屋敷の屋根が破れ､ そ
こから大量の雨が降り注いでくる｡ このような新しい演出があり､ 役者も見事に演じていて､ 存分に
楽しむことができた｡ ただ､ 1972 年生まれ今年 41 歳のスリンガーはハムレットを演じるには少し年
を取りすぎている気がした｡ 今回初めての経験であったが､ いつもは満席に近いロイアル・シェイク
スピア・シアターの客席に空席が目立った｡ 6 割程度の客の入りであった｡ 何かが起きようとしてい
るのだろうか｡
ロンドンのノエル・カワード・シアターでは､ 現代劇､ マーティン・マクドナーのThe Cripple of
Inishmaan を観た｡ 今イギリスでもっとも注目されている演出家の一人マイケル・グランデッジ率
いるマイケル・グランデッジ・カンパニーによる公演である｡ 今夏ロンドンで最も切符を手に入れに
くい公演である｡ 場内に足を踏み入れると､ カーテンにアイルランドの島の荒涼とした風景が描かれ
ていて､ これから始まる劇の暗い雰囲気を暗示している｡ マクドナー自身が ｢暗い喜劇｣ と名付けた
この劇がなぜこれほど人気があるのか｡ 主人公ビリーを演じているのが､ ハリー・ポッターで一躍世
界的に有名になったダニエル・ラドクリフだからだ｡ ラドクリフがウェスト・エンドの舞台に登場し
たのは､ シェイファーの Equus に次いで 2 度目である｡ 観客にラドクリフ目当ての若い女性の姿が
目立った｡ 溺死で両親を失い､ 二人の叔母に育てられながら､ アイルランドの島イニシュマーンで鬱
屈した生活を送る 17 歳の少年ビリー｡ 彼は孤児である上に､ 足が不自由 (cripple) で､ 地域住民の
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からかいの対象になっている｡ 近くのイニシュモア島に､ 島の自然のドキュメンタリーフィルムを作
るために､ アメリカからフィルム・メーカーのクルーがやってくる｡ これをチャンスにとビリーはカ
メラテストを受けようと考える｡ という物語の展開だが､ 舞台上で語られるのは､ 強いアイルランド
訛りの英語で､ しかも俗語や差別語を多く含んでいて､ 聞き取れないことがしばしばあった｡ 多くの
観客の注目も､ 劇そのものよりラドクリフに注がれているようであった｡ ラドクリフは､ Equus の
時も舞台上で全裸になるという体当たりの演技をして､ 批評家から高い評価を得たが､ 今回の作品で
も､ 暗い陰のある､ 足の不自由な主人公を見事に演じていた｡ ガーディアン紙の劇評を長年担当して
いるマイケル・ビリングトンをはじめ､ 多くの劇評家たちがこぞってラドクリフの役者としての才能
を高く評価している｡
最後に､ これからのロンドン演劇の大きな注目点になるかもしれない ｢事件｣ について記しておこ
う｡ サウスバンクに､ シェイクスピアの時代のグローブ座を復元したシェイクスピア・グローブ・シ
アターができたのは 1997 年｡ 発足以来､ 観光客目当てとか､ 演技の質が低いなどの批判を受けなが
らも､ シェイクスピアをはじめとするエリザベス朝・ジェイムズ朝の劇作家たちの作品を現代の多く
の観客に受け入れさせるのに大きく寄与してきた｡ 多くの若者たちをシェイクスピア劇にひきつけて
いる功績も大きい｡ ナショナル・シアターやロイヤル・シェイクスピア・カンパニーとは違って､ シェ
イクスピア当時の劇と観客の関係を思い起こさせる劇場として､ 大衆が娯楽としての演劇を楽しむと
いう要素を取り入れた劇場として､ シェイクスピア・グローブ・シアターは大きく発展してきた｡ エ
リザベス朝のグローブ座を復元した劇場なのだから､ 当然､ 青天井である｡ そのため､ 現在は夏シー
ズンしか利用されていない｡ このシェイクスピア・グローブ・シアターの敷地の一角に､ 小さいなが
らも室内劇場を造る計画が持ち上がり､ とうとう完成にこぎつけた｡ 劇場名はサム・ワナメイカー・
プレイハウス｡ シェイクスピア・グローブ・シアターの建設に尽力しながらも､ その完成を目前に他
界したサム・ワナメイカーの名をとって命名された｡ 1995 年以来､ シェイクスピア・グローブ・シ
アターでは､ 'Read Not Dead' という企画を立ち上げ､ 1567 年から 1642 年までのエリザベス朝・ジェ
イムズ朝に上演されたマイナーな劇をすべて朗読するステージ・リーディングを行っている｡ この活
動の成果の発表の場としても､ 新しく建設されたこの劇場は利用されることになると思う｡ 2014 年 1
月にジョン・ウェブスターの The Duchess of Malfi をこけら落としとして開場する｡ その後､ フラ
ンシス・ボーモントのKnights of Burning Pestle, ジョン・マーストンの The Malcontent, 新作劇
の Ellen Terry を上演することが決定している｡ これからは年間を通してこの劇場で､ マイナーな
作品をはじめとして､ シェイクスピア時代のさまざまな劇や､ 新作の劇が上演される｡ シェイクスピ
ア・グローブ・シアターはロンドンの演劇界にとって画期的な活動を行っているが､ その活動の一環
としてのサム・ワナメイカー・プレイハウスもまたロンドンの演劇に大きな影響を及ぼすことになる
だろう｡ (酒井 記)
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